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講師プロフィール

倉田 麻里（くらた まり）

                上半身のお写真

１．経歴

  1983年三重県津市に生まれる。2002年に県立津高校を卒業後、京都大学農学部森林科学科に進学。

在学中は、山仕事サークル杉良太郎（すぎよしたろう）に所属し、山仕事を学ぶ。また、森林バイオマ

スエネルギーの普及啓発・実践活動を行う任意団体薪く炭く（しんくたんく）KYOTO の役員として、

団体の運営を行った。2006年に同大学院へ進学、森林情報学を専攻し、人工林の施業及び国産材の利用

について研究。在学中に IAESTEの海外インターンシップ制度を利用してモンテネグロの海洋研究所に

3ヶ月間勤務。

  2008年に（特活）イカオ・アコに就職し、現地駐在員兼プロジェクトマネージャーとして様々なプ

ロジェクトに従事。2017年 2月に帰国し、現在は、出張ベースでフィリピンのプロジェクトを運営して

いる。

２．現職

  特別非営利活動法人 イカオ・アコ 常任理事

  NPO法人 レキオウィングス 調整員

  （有）JTC 職員

３．社会貢献活動、著書

  2017年 フィリピン・シライ市より栄誉賞受賞

  2017年 フィリピン・ビクトリアス市より栄誉賞及び名誉市民の称号を受賞

  2017年 イカオ・アコが日本水大賞国際貢献部門を受賞

著書

日本学士会アカデミア 140 号「フィリピン・ネグロス島における森里海の実践に学ぶ」倉田麻里．2013年 6 月

雑誌『現代林業』に「鋸谷式間伐検証レポート」を連載。2006年 7月～10月計 4回

第 118回日本森林学会大会 ：「スギ人工林における強度間伐後の成長解析―和歌山研究林密度管理試験

地を事例に―」倉田麻里,竹内典之．2007年 3月

第 117回 日本森林学会大会 ：「スギ人工林における強度間伐後の成長解析―鋸谷式間伐施業林分を事

例に―」倉田麻里,竹内典之．2006年 3月
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⽉刊︕プロジェクトマネージャーの1⽇ 第46回

市⺠参加の概要・取り組み⽅針 NGOとの定期会合 草の根技術協⼒事業 NGO等活動⽀援事業 開発教育⽀援事業

草の根技術協⼒事業の現場では、プロジェクト・マネージャーという、⾔わばリーダーのような⼈が
指揮をとり活動をしています。プロジェクト・マネージャーの⽅々が、⼀⽇何をして過ごしたかを通
じて、プロジェクトにかける想いを語ります。

今回は、フィリピン・ネグロス島でマングローブ林の再⽣に取り組む、環境NGOイカオ・アコの倉
⽥⿇⾥さんに筆を執っていただきました。

第46回︓「フィリピン・ネグロス島に住む⼈々とともにマングローブ林の再⽣に
取り組む（環境NGOイカオ・アコ 倉⽥⿇⾥さん）」
【基本データ】

プロジェクト・マネージャー︓倉⽥⿇⾥さん

団体名︓環境NGOイカオ・アコ

案件名︓ネグロス島のマングローブ林の再⽣による⽣活の質の向上（草の根協⼒⽀援型）

はじめまして、私はフィリピンのネグロス島で、マングローブの再⽣を⽬指した活動している倉⽥⿇
⾥です。私たちは、薪炭⽣産や紙の原料として伐採されたり、⿂の養殖池に転換されたりして消失し
たマングローブ林の再⽣に取り組んでいます。

それでは、私の活動の様⼦を⾒ていただきましょう。

植林の前に、植える時の注意事項を説明
しています

⿂の養殖池跡に植えられたマングローブ
の苗⽊

詳しい事業概要はこちら

【私のある1⽇】
今⽇は、カウンターパートであるPEMO（Provincial Environmental Management Office）の職員
と⼀緒に、住⺠が植林を⾏ったサイトの調査を⾏います。植林地の⾯積を測ったり、植えられた種
（胎⽣種⼦）の定着具合を確認したりします。

AM 5︓30 起床

この⽇は、市のトレーニングセンター（ドミトリー）に宿泊していました。今⽇は引き潮が7時過ぎ
なので、その時間に調査にとりかかれるように早起きです。

AM6︓00 出発

AM6︓10 朝⾷

フィリピン⼈は朝⾷を⼤切にします。朝からご飯とおかずをしっかり⾷べて出かけます。

AM7︓00 現地到着

https://www.jica.go.jp/index.html
https://www.jica.go.jp/partner/about/index.html
https://www.jica.go.jp/partner/ngo_meeting/index.html
https://www.jica.go.jp/partner/kusanone/index.html
https://www.jica.go.jp/partner/ngo_support/index.html
https://www.jica.go.jp/partner/dev_education/index.html
https://www.jica.go.jp/partner/kusanone/shien/phi_07.html
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植林のために苗⽊を運ぶ住⺠グループ

現地住⺠組織のリーダーに迎えられて、植林の現場へ。まず、
次回の植林候補地へみんなで移動です。深い泥に埋まりなが
ら、育っている⽊を掻き分けて進むと、まだ⽊が⽣えていない
平らなスペースにたどり着きました。⼤体の位置と⼤きさを記
録。さらに先へ進むと今度は川沿いの天然更新（⾃然に落ちた
り流れ着いたりした種から芽が吹いて⽊が育ちかけているとこ
ろ）が少し進んでいるところへ。ここも、補助的に植林をして
もよさそうです。このように、植林予定地を⾒ながら植える樹
種とその段取りを考えます。

次に、前回植林したところへ移動。ここは泥が深く少し潮が上
がりだしたので、若い職員と⼆⼈で周囲測量をすることに。GPS（Global Positioning System︓全
地球測位システム）を持って、植林地のまわりに育ったマングローブの根っこにしがみつきながらゆ
っくりゆっくり1周回りました。後で計算したら1ヘクタールしかなかったのですが、その周囲を歩
くのに約1時間もかかりました。⼆⼈とも林業科卒だったので、「こんな調査が好きなんて、私たち
は珍しい⼈種だよね」と⾔いながら戻ってきました。

AM10︓00 休憩と計画

帰ってきて、井⼾⽔で泥を洗ってから、⽤意してもらっていたココナッツのジュースをいただく。汗
をかいた後のココナッツジュースはとてもおいしいです。体⼒を回復︕ここで、リーダーとPEMOの
スタッフと⼀緒に植林地の様⼦を⾒た感想や今後の計画について話し合い、前回の分の苗⽊代の⽀払
いを⾏いました。

⼦どもたちに、「今度いつ来るの︖」と聞かれ、「また来⽉だよ」と⾔うと、名残惜しそうに⾒送っ
てくれました。

AM12︓00 昼⾷

PM1︓00 別の村を訪問

ここは、川の中にできた⼩さな島に植林をしたのですが、台⾵のときにほとんどの苗⽊が流されてし
まいました。今回は、その流された状況の視察です。⼩さな船に乗せてもらって島に到着。ニッパヤ
シが⽣えている際にだけ数本が残っていました。ここは、また同じ樹種を植えても流されてしまうだ
ろうということで、ニッパヤシが植えられないかどうか検討してもらうことに。

帰ってきたところで、キャッサバのお菓⼦が売られていたのでそれをおやつに。

苗⽊が流されてニッパヤシの近くのもの
だけ数本残っているところ

コミュニティ－グループとのミーティン
グ

PM3︓00 PEMOの仕事に同⾏

PEMOのスタッフがまた別の村に⾏くというので同⾏しました。ここも川沿いにマングローブが植林
されていたので、それを少しだけ⾒学しました。

PM5︓00 ドミトリーに戻り休憩

PM6︓00 ⼣⾷

砂浜にあるいつも⾏くレストランで焼き⿃と⿂のスープ、もちろんビールもいただきました。

PM8︓00 就寝
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明⽇は、ダイビングスポットもあるこの市でInternational Cleaning Dayのイベントがあるらし
く、海底の清掃活動を⼿伝わせてもらうことになっています︕

後⽇談ですが、事務所に帰って植林した範囲の⾯積を計算してみると、たった1ヘクタールしかあり
ませんでした。あんなに苦労して歩いたのに、意外と狭いものですね。⽬標の20ヘクタールにはま
だまだ遠い道のりですが、少しずつ地道に頑張っていきたいです。

【ちょっといい話―協⼒を開始した背景―】
第⼆次世界⼤戦中にアメリカ統治下であったフィリピンは、1941年⽇本に侵攻され、約4年間占領
されていました。その時に、ネグロス島で最後まで⽇本兵が居残ったのが私たちの活動の中⼼地シラ
イ市でした。このシライ市で通信部隊の⼩隊⻑を務めていた⼟居⽒（故⼈）は、⽇本軍から教会を爆
破するようにと渡された爆弾を海に投げるなど、フィリピン⼈に対しても思いやりのある⾏動をして
いたため、地元の⼈からも愛されていました。⼟居⽒は戦争後も残留していた⽇系⼆世たちの⽀援の
ために何度もネグロスに⾜を運んでいらっしゃる中で、現在のイカオ・アコ代表と出会い、「地元の
⼈のためになる活動を」ということで始めたのが今のマングローブの植林です。それから11年。イ
カオ・アコは、毎年3〜4回のスタディーツアーを開催し、多くの若者と共にマングローブの植林を
続けています。

【環境NGOイカオ・アコとは︖】
海⽔の混じる汽⽔域でも⽣きられるマングローブ林は、海岸線沿いの村々を⾼波や強⾵から守ってく
れるため、住⺠にとってはとても⼤切なものです。私たちは、マングローブの植林やその維持管理作
業を現地住⺠組織と⽇本⼈のスタディーツアー参加者の共同で⾏うことによって、⽇本からのツアー
参加者と現地の⼈々との友情と共にマングローブの森を育てています。将来の⽬標は、現地の住⺠た
ちが私たちの援助がなくても⾃主的にマングローブの再⽣事業に取り組んでいけるようにすることで
す。

環境NGOイカオ・アコのホームページへ

【次号のお知らせ】

次号（第47号）は、ウズベキスタンで地域に根ざした障碍者の⽀援に取り組む、特定⾮営利活動法
⼈ワールド・ビジョン・ジャパンの⽥中久美⼦さんの1⽇をご紹介します。3⽉15⽇に掲載予定で
す。お楽しみに︕

http://www.ikawako.com/
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ロ
ス
島
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ビ
サ
ヤ
地
域
に
属
す
る
面
積

一
三
、三
二
八
㎢（
四
国
の
面
積
の
約
七
割
）の
長
靴
の
形
を
し
た
島
で
あ
る
。

こ
の
島
は
、
島
の
中
心
部
を
南
北
に
走
る
山
脈
に
よ
っ
て
、
東
西
に
分
け
ら

れ
て
い
る
。
東
側
は
セ
ブ
島
に
面
し
て
い
る
た
め
セ
ブ
ワ
ノ
語
が
話
さ
れ
て

お
り
、
西
側
は
パ
ナ
イ
島
に
面
し
て
い
る
た
め
、
イ
ロ
ン
ゴ
語
が
話
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
事
実
か
ら
、
島
の
東
西
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
対
岸
か
ら
や
っ
て
き

た
移
民
と
の
交
流
に
よ
っ
て
村
が
形
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
島

内
の
行
政
区
（
郡
市
）
は
、
山
か
ら
海
に
向
か
っ
て
扇
形
に
切
り
分
け
ら
れ

て
お
り
、
ほ
と
ん
ど
の
市
が
流
域
単
位
で
区
切
ら
れ
て
い
る
（
図
１
）。
こ

の
こ
と
か
ら
、
こ
の
島
で
は
昔
か
ら
無
意
識
の
う
ち
に
流
域
の
上
下
間
で
の

つ
な
が
り
が
重
視
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
し
て
い
る
。

マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
植
林
と
森
は
海
の
恋
人

フ
ィ
リ
ピ
ン
に
赴
任
し
て
最
初
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
の
植
林

で
あ
っ
た
。
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
は
「
海
の
森
」、
ま
さ
に
「
海
の
恋
人
」
の
森

で
あ
る
。
魚
貝
類
が
幼
小
期
を
過
ご
す
場
所
で
あ
り
、「
海
の
ゆ
り
か
ご
」

と
も
よ
ば
れ
て
い
る
。
満
潮
時
に
は
魚
た
ち
が
食
物
連
鎖
の
上
位
に
位
置
す

る
肉
食
性
の
鳥
類
か
ら
逃
れ
る
隠
れ
家
と
な
り
、
干
潮
時
に
は
大
量
の
シ
オ

マ
ネ
キ
が
泥
の
表
面
に
繁
殖
す
る
底
生
微
細
藻
類
を
濾
し
と
っ
て
砂
団
子
を

並
べ
て
い
る
豊
か
な
干
潟
と
な
る
。

実
は
大
学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中
で
は
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
に
つ
い
て
は
、「
熱

帯
の
感
潮
帯
に
形
成
さ
れ
る
植
物
群
落
」
程
度
し
か
学
ん
で
お
ら
ず
、
マ
ン

グ
ロ
ー
ブ
の
植
林
技
術
は
も
と
よ
り
、
生
態
的
特
性
の
知
識
す
ら
持
ち
合
わ

せ
て
い
な
か
っ
た
の
だ
が
、
向
後
元
彦
さ
ん
の
「
緑
の
冒
険
─
沙
漠
に
マ
ン

グ
ロ
ー
ブ
を
育
て
る
」
※
６
に
勇
気
づ
け
ら
れ
、
現
場
主
義
を
基
本
に
、
と

に
か
く
や
っ
て
み
よ
う
と

の
意
気
込
み
で
植
林
を
始

め
た
。

最
初
の
植
林
は
、
二
〇 

〇
八
年
五
月
三
日
、
イ
カ

オ
・
ア
コ
が
一
九
九
七
年

か
ら
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
の
植

林
を
行
っ
て
い
る
コ
ア
サ

イ
ト
、
西
ネ
グ
ロ
ス
州
シ

図１　西ネグロス州地図
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ラ
イ
市
バ
ラ
リ
ン
村
（
図
５
）
で
、
第
四
三
回
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
植
林
ツ
ア
ー

の
参
加
者
と
共
に
行
っ
た
。
ま
た
赴
任
し
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
た
め
、
こ
の

植
林
の
準
備
に
は
全
く
関
わ
ら
ず
、
イ
カ
オ
・
ア
コ
が
従
来
か
ら
や
っ
て
き

た
方
法
で
、
ハ
マ
ザ
ク
ロ
（Sonneratia alba

）
の
苗
木
三
、〇
五
〇
本
を

植
林
し
た
。
こ
れ
を
研
究
の
素
材
に
し
よ
う
と
、
植
林
後
、
週
に
三
回
は
植

林
地
に
行
き
、
付
着
し
た
ゴ
ミ
を
取
り
除
く
作
業
を
し
な
が
ら
、
成
長
を
観

察
し
た
。
こ
の
よ
う
な
日
々
の
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
三
、〇
五
〇
本
の

ハ
マ
ザ
ク
ロ
の
苗
木
は
、
二
週
間
後
の
五
月
一
六
日
に
は
五
八
一
本
に
減
少

し
て
い
た
。
さ
ら
に
次
の
週
五
月
二
五
日
に
は
四
一
七
本
に
減
少
し
、
六
月

二
〇
〜
二
一
日
に
ネ
グ
ロ
ス
島
と
パ
ナ
イ
島
に
強
風
雨
を
も
た
ら
し
た
台
風

Ｆ
ｒ
ａ
ｎ
ｋ
に
よ
っ
て
全

滅
し
た
（
図
２
）。

こ
の
こ
と
を
き
っ
か

け
に
、
イ
ロ
イ
ロ
州
に

あ
るSoutheast A

sian 
Fishery D

evelopm
ent 

Center 

（SEA
FD

EC
：

東
南
ア
ジ
ア
漁
業
開
発
セ

ン
タ
ー
）
で
手
に
入
れ
た

技
術
本
や
薪
く
炭
く
Ｋ
Ｙ

Ｏ
Ｔ
Ｏ
で
お
世
話
に
な
っ

た
Ｍ
さ
ん
か
ら
頂
い
た
資

料
を
参
考
に
、
村
人
と
共

に
苗
木
作
り
か
ら
始
め

る
こ
と
に
し
た
。
ヒ
ル

ギ
ダ
マ
シ
（A

vicennia 
m

arina

）
は
種
を
集
め

て
水
に
つ
け
、
少
し
開
い

て
き
た
と
こ
ろ
で
ポ
ッ
ト

に
種
を
ま
き
苗
床
で
育
て

た
。ハ
マ
ザ
ク
ロ
は
、マ
ン

グ
ロ
ー
ブ
林
内
に
芽
を
出

し
て
き
た
実
生
苗
を
、
根

を
傷
つ
け
な
い
よ
う
に
注

意
深
く
掘
り
返
し
、
ポ
ッ

ト
に
移
植
し
た
（
図
３
）。

苗
木
作
り
と
同
時
に
、
現
場
を
歩
き
回
り
、
風
の
向
き
や
潮
の
流
れ
、
土
壌

の
質
な
ど
を
観
察
し
た
。

ヒ
ル
ギ
ダ
マ
シ
の
苗
が
二
〇
㎝
前
後
の
高
さ
に
な
っ
た
七
月
、
一
五
〇
本

の
苗
木
を
イ
カ
オ
・
ア
コ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
共
に
、
あ
い
に
く
の
強
風
雨

の
中
で
植
林
し
た
。
七
月
後
半
に
は
、
カ
ッ
プ
に
移
し
た
ハ
マ
ザ
ク
ロ
の
苗

木
も
根
が
張
っ
て
き
た
の
で
、
日
本
か
ら
訪
ね
て
き
て
く
れ
た
両
親
と
二
五

本
の
苗
木
を
植
林
し
た
。
さ
ら
に
、
八
月
に
は
植
林
ツ
ア
ー
の
参
加
者
と
共

に
、
ヒ
ル
ギ
ダ
マ
シ
と
ハ
マ
ザ
ク
ロ
の
苗
木
一
〇
、〇
〇
〇
本
を
植
林
し
た
。

植
林
を
行
っ
た
場
所
は
、
五
月
に
植
え
た
場
所
の
よ
う
な
柔
ら
か
い
泥
地
を

避
け
、
表
層
が
砂
で
第
二
層
が
泥
質
の
場
所
を
選
ん
だ
。
村
人
た
ち
に
「
マ

図２　台風Frank直後のバラリン村植林地

図３　ポットに移したハマザクロの苗
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リ
は
遠
い
と
こ
ろ
に
植
え
た
が
る
」
と
愚
痴
を
言
わ
れ
な
が
ら
も
、
植
林
地

選
び
に
妥
協
は
し
な
か
っ
た
。

こ
の
時
に
植
え
た
苗
木
は
、
強
風
に
も
耐
え
な
が
ら
一
年
後
に
は
高
さ

三
〇
㎝
位
ま
で
育
っ
た
。
そ
の
後
、
ヒ
ル
ギ
ダ
マ
シ
の
多
く
は
フ
ジ
ツ
ボ
が

付
着
し
て
枯
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
ハ
マ
ザ
ク
ロ
は
フ
ジ
ツ
ボ
が
つ
い
て
も
樹

皮
が
は
が
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
フ
ジ
ツ
ボ
を
落
と
す
た
め
、
彼
ら
の
攻
撃
に

も
負
け
ず
元
気
に
育
っ
て
い
る
。
ハ
マ
ザ
ク
ロ
、
ヒ
ル
ギ
ダ
マ
シ
と
も
成
長

の
良
い
個
体
で
は
約
一
年
で
呼
吸
根
を
出
し
た
。
四
年
一
〇
ヶ
月
が
経
過
し

た
現
在
で
は
、
平
均
的
な
ハ
マ
ザ
ク
ロ
の
個
体
で
、
高
さ
三
ｍ
、
根
元
の
直

径
八
・
三
㎝
に
育
っ
た
。
そ
の
中
に
入
る
と
、
自
分
が
隠
れ
て
し
ま
う
く
ら

い
の
林
に
な
っ
た
の
だ

（
図
４
）。

こ
の
植
林
が
成
功
し

た
秘
訣
は
、
苗
木
と
植

林
時
期
、植
林
場
所
に
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
五
年
間
の
植
林

試
験
に
よ
っ
て
明
ら
か

と
な
っ
た
フ
ィ
リ
ピ
ン

で
代
表
的
な
植
林
樹
種

三
種
の
適
正
地
及
び
特

徴
を
表
１
に
示
し
た
。

マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
に
限

ら
ず
、
す
べ
て
の
植
林
の
成
否

は
、
植
林
の
目
的
に
応
じ
て
、
そ

れ
に
適
し
た
種
類
と
大
き
さ
の
苗

木
を
、
適
切
な
時
期
・
適
切
な
場

所
に
、
適
当
な
密
度
で
植
林
す
る

こ
と
に
あ
る
。こ
れ
ら
の
こ
と
は
、

日
本
で
の
植
林
活
動
、
植
林
地
見

学
及
び
林
業
家
へ
の
聞
き
取
り
等

か
ら
心
得
て
い
た
が
、
そ
れ
を
最

初
に
海
外
で
の
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
植

林
に
お
い
て
実
践
す
る
こ
と
に
な

る
と
は
想
像
さ
え
し
て
い
な
か
っ

た
。個

人
的
な
余
談
は
さ
て
お
き
、

こ
の
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
が
育
っ
た

こ
と
で
、
こ
の
場
所
の
環
境
や
生

物
相
が
大
き
く
変
わ
っ
た
。
一
番

早
く
変
化
が
現
れ
た
の
が
、
貝
類

で
あ
る
。
貝
類
の
収
穫
が
増
え
る
と
と
も
に
、
い
っ
た
ん
こ
の
地
か
ら
い
な

く
な
っ
た
種
類
の
貝
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
マ
ン
グ
ロ
ー

ブ
が
小
さ
い
間
は
、
植
林
域
を
歩
き
回
っ
て
土
壌
を
掘
り
返
す
貝
採
り
の
住

民
た
ち
を
植
林
地
か
ら
追
い
出
す
の
が
大
変
で
あ
っ
た
が
、
大
き
く
な
る
に

従
い
、
周
辺
の
貝
類
の
収
穫
量
が
増
え
た
お
か
げ
で
、
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
内

図４　�2008年７月に両親と植林したハマザクロ左と
ヒルギダマシ右（2013年５月撮影）

樹　種 適正地・特徴
ハマザクロ
(Sonneratia alba)

土壌：砂地・柔らかすぎない泥地
土地条件：�海岸線。潮位0.5m時に干潟となる場所。
特徴：フジツボに強い。

ヒルギダマシ
(Avicennia marina)

土壌：砂地
土地条件：�海岸線。潮位0.5m時に干潟となる場所。
特徴：フジツボに弱い。

オオバヒルギ
(Rhizophora mucronata)

土壌：泥地
土地条件：�波の穏やかな入り江や島で囲まれた場

所。潮位0.2m時に干潟となる場所。
特徴：波、フジツボに弱い。

表１　マングローブの樹種とその適正地・特徴
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に
侵
入
す
る
漁
師

の
数
が
減
少
し

た
。
そ
の
こ
と
に

よ
っ
て
、
マ
ン
グ

ロ
ー
ブ
の
木
陰
で

ひ
っ
そ
り
と
幼
少

期
を
過
ご
す
貝
類

が
守
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
だ
。

マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
の
干
潟
に
は
、
た
く
さ
ん
の
穴
が
開
い
て
い
る
。
貝
類
や

カ
ニ
類
が
開
け
た
穴
だ
。
こ
れ
ら
の
穴
は
、
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
の
根
に
空
気
を

供
給
す
る
役
目
も
果
た
す
。こ
れ
は
貝
類
と
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
が
助
け
合
っ
て
、

相
互
に
好
影
響
を
与
え
て
い
る
共
生
的
な
関
係
で
あ
る
。「
森
は
海
の
恋
人
」

で
あ
る
と
同
時
に
「
海
は
森
の
恋
人
」
で
も
あ
る
具
体
例
と
言
え
る
。

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

イ
カ
オ
・
ア
コ
の
現
地
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
は
、
な
ぜ
か
環
境
課
や
海
洋

沿
岸
資
源
課
で
は
な
く
、
観
光
課
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
当
初
は
日
本
か
ら

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
数
日
間
訪
ね
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
の
植
林
を
行
っ
て
帰
る
と

い
う
こ
と
で
、
観
光
客
扱
い
を
さ
れ
て
い
た
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。
と
も
あ

れ
、
観
光
課
は
と
て
も
協
力
的
で
、
ひ
と
き
わ
外
国
人
に
優
し
い
。
幸
い
な

こ
と
に
イ
カ
オ
・
ア
コ
の
ベ
ー
ス
が
あ
る
シ
ラ
イ
市
の
観
光
課
は
、エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
に
も
力
を
入
れ
て
い
た
。

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、「
自
然
環
境
や
歴
史
文
化
を
対
象
と
し
、
そ
れ
ら

を
体
験
し
、
学
ぶ
と
と
も
に
、
対
象
と
な
る
地
域
の
自
然
環
境
や
歴
史
文
化

の
保
全
に
責
任
を
持
つ
観
光
の
あ
り
か
た
」※
７
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。
地
域

の
環
境
を
守
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
周
辺
住
民
の
理
解
と
そ
の
環
境
の
価
値

の
共
有
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
手
段
の
一
つ
と
し
て
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
挙

げ
ら
れ
る
。
イ
カ
オ
・
ア
コ
で
は
、
二
〇
〇
九
年
度
に
国
土
交
通
省
か
ら
の

受
託
に
よ
り
、
設
立
当
初
（
一
九
九
七
年
）
か
ら
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
の
植
林
活

動
を
行
っ
て
お
り
、
植
林
木
が
順
調
に
生
育
し
て
い
る
シ
ラ
イ
市
の
バ
ラ
リ

ン
村
に
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
エ
コ
パ
ー
ク
を
建
設
し
た
。※
８

こ
れ
ま
で
貝
類
や
カ
ニ
類
を
と
る
漁
師
た
ち
を
除
い
て
一
般
の
人
は
立
ち

入
る
こ
と
の
な
か
っ
た
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
内
に
、
竹
の
橋
を
建
て
、
林
内
を

自
由
に
歩
け
る
よ
う
に
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
を

じ
っ
く
り
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
都
会
の
喧
騒
か
ら
離

れ
、
風
の
音
や
鳥
の
声
を
聴
き
な
が
ら
、
木
陰
の
コ
テ
ー
ジ
で
う
と
う
と
す

る
の
は
最
高
の
休
息
時
間
で
あ
る
。
家
族
連
れ
は
、
お
弁
当
を
持
ち
込
ん
で

ピ
ク
ニ
ッ
ク
を
楽
し
む
。若
い
カ
ッ
プ
ル
の
デ
ー
ト
場
所
に
も
最
適
で
あ
る
。

二
〇
一
〇
年
二
月
に
エ
コ
パ
ー
ク
の
シ
ン
ボ
ル
的
存
在
で
あ
る
、
植
林
地

を
見
渡
す
竹
の
タ
ワ
ー
（
図
６
）
が
完
成
し
、
一
般
の
観
光
客
に
開
放
を
始

め
た
。
当
初
は
、
入
場
料
と
い
う
形
で
な
く
、
寄
付
と
い
う
名
目
で
料
金
を

取
っ
て
い
た
が
、
二
〇
一
〇
年
七
月
に
村
役
場
の
許
可
が
降
り
、
一
般
の
人

か
ら
は
二
〇
ペ
ソ
（
約
五
〇
円
）、
学
生
・
敬
老
者
か
ら
は
一
〇
ペ
ソ
の
入

場
料
を
と
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
エ
コ
パ
ー
ク
は
、地
元
の
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
植
林
団
体
、

図５　�バラリン村植林地（Google 
satellite 2013）〇印は図３で
筆者が立っている位置を示す
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に
運
営
を
任

せ
て
い
る
。
メ
ン
バ
ー
が
二
名
ず
つ
一
週
間
交
代
で
エ
コ
パ
ー
ク
の
管
理
人

を
務
め
、
林
内
の
清
掃
と
入
場
料
の
徴
収
を
行
っ
て
い
る
。
収
入
は
、
管
理

人
と
Ｂ
Ａ
Ｍ
Ｐ
Ａ
で
折
半
さ
れ
、
Ｂ
Ａ
Ｍ
Ｐ
Ａ
の
収
入
か
ら
竹
の
橋
及
び
マ

ン
グ
ロ
ー
ブ
植
林
地
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
充
て
ら
れ
る
仕
組
み
と
な
っ
て 

い
る
。

オ
ー
プ
ン
以
来
、シ
ラ
イ
市
観
光
課
や
イ
カ
オ
・
ア
コ
の
宣
伝
努
力
に
よ
っ

て
、順
調
に
入
場
者
が
増
え
て
い
る
。
シ
ラ
イ
市
観
光
課
の
統
計
に
よ
る
と
、

エ
コ
パ
ー
ク
の
入
場
者
数
は
、
二
〇
一
一
年
は
八
、七
四
四
人
、
二
〇
一
二

年
は
一
四
、五
四
二
人
で
あ
っ
た
（
図
７
）。
さ
ら
に
、
エ
コ
パ
ー
ク
の
副
次

効
果
と
し
て
、
周
辺
部
の
海
鮮
レ
ス
ト
ラ
ン
や
商
店
の
利
用
客
も
増
え
て
い

る
。
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
再
生
事
業
を
核
に
し
て
、
地
域
の
経
済
が
活
性
化
し
始

め
た
の
だ
。エ
コ
パ
ー
ク
の
経
済
効
果
が
、周
辺
住
民
に
広
が
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
地
域
の
人
た
ち
が
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
の
重
要
性
を
再
認
識
し
、
保
全
し
て

い
こ
う
と
い
う
機
運
も
高
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
地
域
内
外
の
相
互
作
用

に
よ
り
森
林
の
保
全
が
促
進
さ
れ
て
い
る
好
例
で
あ
る
と
言
え
る
。

海
か
ら
山
へ

こ
う
し
て
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
の
再
生
と
保
全
活
動
が
軌
道
に
乗
っ
て
き
た

こ
と
か
ら
、
上
流
部
の
植
林
へ
の
展
開
を
模
索
し
て
い
た
。
そ
の
理
由
は
、

森
は
海
の
恋
人
運
動
※
９
と
同
じ
発
想
で
あ
り
、
上
流
部
の

森
が
豊
か
に
な
れ
ば
沿
岸
部
の
資
源
も
回
復
す
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

バ
ラ
リ
ン
村
の
上
流
は
、
北
ネ
グ
ロ
ス
森
林
保
全
地
区
に

指
定
さ
れ
て
お
り
、
わ
ず
か
な
が
ら
天
然
林
が
残
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
流
域
の
大
部
分
の
面
積
は
、
一
九
六
〇
年
代

に
海
外
の
大
企
業
に
よ
り
丸
太
の
伐
り
出
し
が
行
わ
れ
森
林

が
破
壊
さ
れ
た
。
一
八
七
〇
年
代
に
は
島
の
八
〇
％
を
占
め

て
い
た
森
林
面
積
が
、
一
九
九
二
年
に
は
実
に
四
％
に
ま
で

減
少
し
た
。
こ
の
大
規
模
な
森
林
破
壊
は
、
上
流
部
の
環
境

の
み
な
ら
ず
、
都
市
部
、
沿
岸
部
そ
し
て
海
洋
に
ま
で
大
き

な
変
化
を
も
た
ら
し
た
に
違
い
な
い
。
そ
の
象
徴
と
し
て
、

二
〇
〇
一
年
一
月
発
生
し
た
大
雨
に
よ
っ
て
シ
ラ
イ
市
内
は

図６　エコパーク内に建設したタワー

図７　バラリンマングローブエコパーク入場者数の推移
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大
洪
水
に
襲
わ
れ
、
市
内
の
多
く
の
住
宅
で
は
二
ｍ
の
床
上
浸
水
を
経
験
し

た
。マ

ン
グ
ロ
ー
ブ
の
植
林
活
動
を
通
じ
て
、
環
境
教
育
の
必
要
性
も
感
じ
て

い
た
。
そ
れ
は
、
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
の
成
長
を
妨
げ
る
ご
み
問
題
に
端
を
発

し
て
い
る
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
を
燃
や
す
こ
と
が
法
律
で

禁
止
さ
れ
て
お
り
、
近
代
的
な
ご
み
の
埋
め
立
て
処
分
場
の
整
備
も
遅
れ
て

い
る
た
め
、
プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ご
み
が
適
切
に
処
理
さ
れ
て
い
な
い
。
人
々

は
、
バ
ナ
ナ
の
皮
を
捨
て
る
よ
う
に
、
プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ご
み
も
周
辺
に
投

げ
捨
て
て
い
る
の
が
現
実
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
ゴ
ミ
が
川
の
水
を
つ
た
っ
て

海
に
流
れ
込
み
、
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
に
絡
ま
る
の
で
あ
る
。
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
エ

コ
パ
ー
ク
を
建
設
し
た
際
も
、
最
大
の
難
問
は
景
観
の
整
備
で
あ
っ
た
。
い

く
ら
ゴ
ミ
を
拾
っ
て
も
ま
た
ど
こ
か
ら
か
流
れ
て
き
て
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
に
絡

ま
る
た
め
、い
た
ち
ご
っ
こ
で
あ
っ
た
。
問
題
を
根
本
的
に
解
決
す
る
に
は
、

住
民
が
ご
み
を
捨
て
な
い
よ
う
啓
発
す
る
こ
と
が
有
効
で
あ
る
と
の
思
い
に

至
っ
た
。

こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
二
〇
一
〇
年
一
〇
月
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

草
の
根
技
術
協
力
事
業
パ
ー
ト
ナ
ー
型
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。※

10
最
初
の

技
術
協
力
事
業
支
援
型
が
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
の
再
生
と
生
計
向
上
の
み
で
あ
っ

た
の
に
対
し
、
新
し
い
パ
ー
ト
ナ
ー
型
事
業
は
「
流
域
の
森
林
再
生
と
環
境

教
育
─
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
導
入
─
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
上
下
流
部
で

の
植
林
、
市
内
の
高
校
生
へ
の
環
境
教
育
、
植
林
地
域
で
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
推
進
と
い
う
三
本
立
て
で
あ
る
。

本
事
業
は
、
シ
ラ
イ
市
内
を
流
れ
る M

alisbog 

川
流
域
を
対
象
と
し
た
。

本
流
域
の
上
流
部
は
、
北
ネ
グ
ロ

ス
森
林
保
全
区
域
に
指
定
さ
れ
て

お
り
、
ネ
グ
ロ
ス
で
も
貴
重
な
天

然
林
が
残
っ
て
い
る
地
域
で
あ

る
。
本
地
域
は
、
第
二
次
世
界
大

戦
中
に
日
本
軍
が
逃
げ
込
ん
だ
場

所
で
あ
り
、
登
山
道
周
辺
で
は
防

空
壕
な
ど
戦
争
時
の
跡
が
残
っ
て

い
る
。
中
流
部
は
、
広
大
な
サ
ト

ウ
キ
ビ
畑
が
広
が
っ
て
お
り
、
下

流
部
は
、
都
市
部
と
そ
の
郊
外
に

ネ
グ
ロ
ス
の
玄
関
と
な
っ
て
い
る

空
港
が
あ
る
。
海
岸
線
沿
い
は
、

養
殖
池
が
広
が
っ
て
お
り
、
そ
の

先
が
細
い
帯
状
の
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ

林
と
な
っ
て
い
る
（
図
８
）。

森
里
海
実
践
活
動

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
ま
さ

に
森
里
海
連
環
学
の
実
践
活
動
の

一
つ
で
あ
る
と
言
え
る
。「
森
・
里
・

海
は
一
つ
の
環
境
」
と
い
う
意
味

の
現
地
の
言
葉 
“ Bukid Ciudad 

マリスボッグ川工業用地

空港

国道

ギ
マ
ラ
ス
海
峡

養殖池

農地

北ネグロス森林保全区域

図８　シライ市土地利用計画図
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” を
掛
け
声
に
、
活
動
を
行
っ
て
き
た

（
図
９
）。

森
林
再
生
の
た
め
の
植
林
地
は
、
流
域
の
上
流
部
二
ヶ
所
、
下
流
部
三
ヶ

所
に
定
め
、
各
植
林
地
の
周
辺
の
住
民
を
協
同
組
合
の
よ
う
な
形
に
組
織
化

し
た
。
そ
し
て
、
か
れ
ら
に
植
林
の
必
要
性
を
説
き
、
植
林
技
術
を
移
転
し

た
。
さ
ら
に
、
各
組
合
の
メ
ン
バ
ー
に
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
概
念
を
説
き
、

植
林
の
た
め
に
村
を
訪
れ
る
村
外
の
住
民
や
学
生
に
対
す
る
も
て
な
し
の
技

術
、
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
の
技
術
等
を
教
え
た
。
実
際
の
植
林
は
、
協
同
組
合
が

準
備
を
行
い
、
市
内
の
高
校
生
及
び
日
本
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
ス
タ
デ
ィ
ー

ツ
ア
ー
参
加
者
）
の
手
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。

象
徴
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
の
一
つ
は
、
海
側
の
団
体
を
森
に
、
森
側
の
団
体

を
海
に
連
れ
て
行
き
、
相
互
の
交
流
に
よ
る
植
林
活
動
を
行
っ
た
こ
と
で
あ

る
。
森
は
海
の
恋
人
運
動
は
、
漁
師
が
山
に
木
を
植
え
る
活
動
で
あ
る
が
、

そ
の
逆
の
山
村
農
家
が
海
に
木
を
植
え
る
活
動
も
行
っ
た
。
片
想
い
で
は
な

く
、
両
想
い
の
関
係
に
な
る
よ
う
に
と
の
願
い
を
伝
え
た
か
っ
た
か
ら
で 

あ
る
。

相
互
の
交
流
を
通
じ
て
面
白
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
た
く
さ
ん
生
ま
れ
た
。
海

の
人
た
ち
は
、
山
を
遠
く
の
景
色
、
も
し
く
は
紙
の
上
で
し
か
見
た
こ
と
が

な
か
っ
た
た
め
、
平
面
だ
と
思
っ
て
い
た
ら
し
く
、
山
の
急
な
坂
道
で
し
り

も
ち
を
つ
き
、「
山
が
こ
ん
な
に
で
こ
ぼ
こ
し
て
い
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
」

と
大
笑
い
で
あ
っ
た
。
六
〇
代
の
漁
村
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
生
ま
れ
て
初
め
て
上
流
部
に
足
を
踏
み
入
れ
、
車
で
一
時
間
の
道
の

り
に
く
た
く
た
に
な
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
き
れ
い
な
空
気
と
涼
し

い
環
境
が
嬉
し
か
っ
た
の
か
、
植
林
を
し
な
が
ら
歌
い
踊
り
だ
し
た
。
フ
ィ

リ
ピ
ン
の
漁
師
さ
ん
た
ち
に
と
っ
て
、
山
は
ま
だ
見
ぬ
恋
人
で
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
山
に
入
り
、
実
際
に
日
常
生
活
を
支
え
る
水
源
や
台
所
に

並
ぶ
野
菜
が
生
産
さ
れ
て
い
る
畑
を
見
て
、
山
へ
の
あ
こ
が
れ
の
気
持
ち
が

高
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。「
次
に
植
林
が
あ
っ
た
ら
ま
た
参
加
す
る
」
と
し

り
も
ち
を
つ
い
た
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
あ
こ
が
れ
の
気
持
ち
を
表
わ
し
た
。

逆
に
、
森
の
住
民
を
海
に
連
れ
て
行
っ
た
と
き
は
、
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
の
木

を
見
て
、「
海
に
も
バ
ト
ワ
ン
（
山
に
生
え
て
い
る
フ
ル
ー
ツ
の
木
）
が
生

え
て
い
る
の
だ
」
と
頓
珍
漢
な
こ
と
を
言
い
、
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
は
海
に
生
え

て
い
る
植
物
で
、
山
に
生
え
て
い
る
木
と
は
違
う
と
い
う
こ
と
を
説
明
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
森
の
人
は
、
街
ま
で
買
い
物
に
来
た
り
野
菜
を
売

り
に
来
た
り
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
海
ま
で
行
っ
て
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
を

じ
っ
く
り
見
る
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
木
の
こ
と
は
よ
く
知
っ
て
い
る

つ
も
り
が
、
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
と
い
う
海
水
に
も
耐
え
ら
れ
る
木
が
あ
る
こ
と

は
知
ら
ず
、
驚
い
て
い
た
。
干
潟
に
つ
く
と
、
主
目
的
で
あ
る
マ
ン
グ
ロ
ー

図９　JICA事業のリーフレット
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ブ
の
植
林
を
そ
っ
ち
の
け
で
潮
干
狩
り
や
海
藻
の
採
取
に
夢
中
に
な
っ
て
い

た
の
も
印
象
的
で
あ
っ
た
。
山
の
人
も
海
の
幸
は
大
好
物
の
よ
う
だ
。
マ
ン

グ
ロ
ー
ブ
の
植
林
活
動
後
数
日
間
は
、
豚
肉
よ
り
海
藻
の
方
が
高
価
だ
と
、

彼
ら
に
と
っ
て
海
藻
が
い
か
に
価
値
の
あ
る
も
の
か
を
語
り
合
っ
て
い
た
。

さ
ら
に
、
森
の
人
た
ち
は
こ
の
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
植
林
体
験
を
通
し
て
、
自
分

た
ち
の
排
出
し
た
モ
ノ
が
た
ど
り
つ
く
場
所
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
衣
類

や
お
む
つ
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
等
、
河
口
に
た
ど
り
着
い
た
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る

生
活
ゴ
ミ
を
見
て
、自
分
た
ち
の
行
動
を
見
直
す
よ
う
に
な
っ
た
。
や
は
り
、

森
の
人
に
と
っ
て
も
海
は
「
恋
人
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
改
め
て
実
感
し
た
。

表
２
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
す
る
前
の
海
側
・
山
側
の
住
民
そ
れ
ぞ
れ

の
対
照
地
域
の
イ
メ
ー
ジ
を
調
査
し
た
結
果
を
ま
と
め
た
。
お
互
い
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
や
無
回
答
、「
Ｏ
Ｋ
」
や
「
分
か
ら
な
い
」
な
ど
の
あ

い
ま
い
な
回
答
が
半
数
以
上
を
占
め
て
い
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
前
は
、
双
方

が
他
者
の
こ
と
を
よ
く
知
ら
な
か
っ
た
と
言
え
る
。」（
二
〇
一
一
年
五
月
実

施
・
海
側
・
山
側
そ
れ
ぞ
れ
一
〇
〇
名
の
住
民
か
ら
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査

に
よ
る
）

こ
の
恋
人
ど
う
し
が
出
会
う
イ
ベ
ン
ト
を
年
に
二
回
開
催
し
た
。
パ
ガ

パ
ッ
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
※
パ
ガ
パ
ッ
ト
と
は
ハ
マ
ザ
ク
ロ
の
現
地
で
の

呼
称
）と
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

五
つ
の
組
合
の
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
り
、
歌
や
踊
り
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
交

流
を
深
め
た
。
イ
ベ
ン
ト
の
際
に
は
各
グ
ル
ー
プ
が
そ
れ
ぞ
れ
の
村
の
特
産

物
を
持
ち
寄
っ
て
、
海
の
幸
と
山
の
幸
を
交
換
し
て
い
た
。
各
地
域
で
の
植

林
活
動
や
環
境
に
配
慮
し
た
生
計
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
し
て
話
し
合
う

機
会
に
も
な
っ
た
。
こ
の
よ

う
な
交
流
活
動
に
参
加
し
た

あ
る
団
体
の
代
表
は
、「
こ

の
出
会
い
の
場
を
作
っ
て
く

れ
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い

る
。
イ
カ
オ
・
ア
コ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
な
け
れ
ば
、
出

会
う
こ
と
は
な
か
っ
た
山
と

海
の
メ
ン
バ
ー
が
こ
う
し
て

一
つ
の
目
的
に
向
か
っ
て
活

動
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
関
係
は
、
こ
れ
か
ら
も

続
い
て
い
く
だ
ろ
う
し
、
私

た
ち
の
人
生
の
財
産
に
な
る

だ
ろ
う
」
と
感
謝
の
気
持
ち

を
述
べ
て
く
れ
た
。
私
た
ち

の
活
動
に
よ
っ
て
、
住
民
た

ち
が
森
と
海
の
つ
な
が
り
を

認
識
し
、
共
同
す
る
価
値
を
見
出
し
た
例
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
本
事
業
に
お
け
る
里
の
役
割
は
何
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
？
私
た

ち
は
、
里
の
代
表
と
し
て
、
市
内
の
高
校
生
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
。
先
生

方
の
協
力
の
下
、
市
内
の
高
校
生
た
ち
が
上
流
部
で
の
植
林
と
下
流
部
で
の

マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
植
林
の
両
方
を
体
験
す
る
体
験
型
環
境
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

下流部の住民の山のイメージ 上流部の住民の海のイメージ
プラスイメージ	 合計 47
　─美しいところ	 19
　─木が多い	 15
　─違法伐採はなくなった	 8
　─野生動物が多い	 5

ニュートラルなイメージ	 合計 16
　─OK	 16

ネガティブイメージ	 合計 26
　─以前より木が減っている	 19
　─発展途上である	 7

無回答	 11

プラスイメージ	 合計 40
　─マングローブが多い	 16
　─収入源である	 14
　─魚が多い	 10

ニュートラルなイメージ	 合計 11
　─分からない	 11

ネガティブイメージ	 合計 39
　─汚染されている	 39

無回答	 10
表２　環境意識調査結果
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を
作
成
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
下
、
年
間
一
、〇
〇
〇
人

以
上
の
高
校
生
が
流
域
の
植
林
活
動
に
参
加
し
た
。
里
に
住
む
高
校
生
た
ち

に
森
・
里
・
海
の
つ
な
が
り
を
認
識
し
て
も
ら
う
と
同
時
に
、
里
で
の
行
動

を
見
直
し
て
も
ら
お
う
と
い
う
試
み
で
あ
る
。活
動
に
参
加
し
た
高
校
生
は
、

山
の
水
の
き
れ
い
さ
に
感
動
し
、
河
口
に
あ
ふ
れ
る
ゴ
ミ
の
多
さ
に
愕
然
と

し
て
い
た
。
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
に
絡
み
つ
く
ゴ
ミ
を
拾
い
な
が
ら
、
家
や
学
校

の
周
り
を
き
れ
い
に
し
、
ゴ
ミ
を
川
に
流
さ
な
い
こ
と
を
誓
っ
て
い
っ
た
。

自
分
た
ち
は
森
と
海
の
恩
恵
を
受
け
な
が
ら
生
活
し
て
い
る
と
同
時
に
、
流

域
の
環
境
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
実
際
の
体
験
か
ら
理
解

す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
活
動
に
よ
り
、
少
し
ず
つ
で
は
あ
る
が
河
口
に
流
れ
着

く
ゴ
ミ
が
減
少
し
、
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
で
プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ご
み
を

見
か
け
る
こ
と
が
少
な
く
な
っ
た
。
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
を
育
て
る
た
め

に
と
上
流
部
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
い
っ
た
成
果
が
、
今
見
え
始
め
て
い
る 

（
図
10
）。

東
日
本
大
震
災
の
影
響

上
記
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
開
始
し
て
半
年
が
た
っ
た
頃
に
、
東
日
本
大
震
災

が
起
こ
っ
た
。
テ
レ
ビ
の
画
面
に
信
じ
ら
れ
な
い
映
像
が
映
り
、
現
地
の
人

た
ち
が
〝
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
〟
と
叫
ん
で
い
る
の
を
聞
き
、
日
本
を
巨
大
津
波
が

襲
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
。
ち
ょ
う
ど
隣
町
に
、
青
年
海
外
協
力
隊
で
派
遣
さ

れ
て
い
た
福
島
県
出
身
の
友
人
が
い
た
た
め
、
自
分
の
村
の
事
の
よ
う
に
心

配
し
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
の
知
り
合
い
か
ら
ひ
っ
き
り
な
し
に
携
帯
メ
ー

ル
が
届
き
、「
家
族
は
大
丈
夫

か
？
」
と
心
配
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
頂
い
た
。
幸
い
三
重
県
の
実

家
は
何
の
被
害
も
受
け
て
お
ら

ず
、
両
親
へ
の
電
話
も
つ
な

が
っ
た
が
、
三
月
一
一
日
か
ら

少
な
く
と
も
一
週
間
は
何
を
し

て
い
い
の
か
が
分
か
ら
な
か
っ

た
。
現
地
で
の
活
動
に
も
ど
う

し
て
も
実
が
入
ら
な
か
っ
た
。

心
の
中
に
ぽ
か
ん
と
穴
が
開
い

た
感
じ
で
あ
っ
た
。
被
災
地
の

様
子
を
写
す
Ｎ
Ｈ
Ｋ
チ
ャ
ン
ネ

ル
を
見
て
涙
す
る
こ
と
も
あ
っ

た
。そ

ん
な
あ
る
日
、
現
地
の
住

民
か
ら
、
日
本
が
大
変
な
目
に

あ
っ
た
か
ら
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で

の
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
植
林
活
動
へ

の
援
助
が
な
く
な
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
声
が
聞
こ
え
た
。

そ
し
て
我
に
返
っ
た
。
私
は
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
海
岸
に
住
む
人

図10　バラリン村マングローブエコパークのタワーからの眺め（2010年２月・左と2013年５月・右）
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た
ち
を
守
る
た
め
に
、
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
の
植
林
活
動
に
来
て
い
る
の
だ
。
こ

の
国
の
人
た
ち
が
、日
本
と
同
じ
悲
劇
に
合
わ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
も
、

マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
の
植
林
活
動
を
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
直

し
た
。
そ
し
て
村
の
人
た
ち
に
は
、「
日
本
が
津
波
で
大
変
な
目
に
あ
っ
た

け
れ
ど
も
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
同
じ
よ
う
な
津
波
が
起
き
て
も
村
が
守
ら
れ
る

よ
う
に
、
み
ん
な
で
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
の
植
林
を
続
け
よ
う
」
と
訴
え
た
。

実
際
の
と
こ
ろ
、
こ
の
地
震
の
影
響
で
国
際
協
力
や
海
外
で
の
環
境
活
動

へ
の
援
助
が
減
っ
た
の
は
確
か
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
イ
カ
オ
・
ア
コ
に
寄
付

を
し
て
下
さ
っ
て
い
た
会
社
の
い
く
つ
か
は
、
復
興
支
援
に
方
針
を
切
り
替

え
ら
れ
た
。
国
際
協
力
や
環
境
を
テ
ー
マ
と
し
て
い
た
各
種
助
成
金
も
、
復

興
支
援
に
関
わ
る
内
容
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
優
先
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

就
任
以
来
順
調
に
数
を
増
や
し
て
き
た
、
ス
タ
デ
ィ
ー
ツ
ア
ー
等
で
現
地
に

植
林
を
し
に
来
て
く
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
数
も
激
減
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
手
が
東
北
に
集
中
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
も
、
活
動
を
続
け
る
こ
と
が
大
事
だ
と
自
分
に
言

い
聞
か
せ
、
一
人
で
活
動
地
の
村
に
通
っ
た
。
す
る
と
、
村
の
人
た
ち
か
ら
、

日
本
は
あ
ん
な
に
大
変
な
目
に
あ
っ
た
の
に
、
そ
れ
で
も
海
外
の
一
つ
の
小

さ
い
村
、
私
た
ち
の
村
を
助
け
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
、
素
晴
ら
し
い
国
だ
と

言
わ
れ
た
。
も
う
一
つ
よ
く
言
わ
れ
た
こ
と
は
、
日
本
人
は
本
当
に
し
つ
け

が
し
っ
か
り
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。
あ
の
よ
う
な
混
乱
の
状
況
に
あ
り

な
が
ら
、
配
給
の
食
料
や
物
資
を
礼
儀
正
し
く
列
に
並
び
受
け
取
っ
て
い
る

姿
を
テ
レ
ビ
で
見
て
、
彼
ら
は
感
心
し
て
い
た
。
私
た
ち
に
と
っ
て
は
当
た

り
前
の
こ
と
が
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
な
の
で
あ
る
。

日
本
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
連
携
の
可
能
性

日
本
人
の
礼
儀
正
し
さ
は
、
相
手
を
思
い
や
る
気
持
ち
か
ら
来
て
い
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
そ
の
気
持
ち
が
、
森
は
海
の
恋
人
の
発
想

に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
森
里
海
連
環
学
を
フ
ィ
リ
ピ
ン
に

普
及
し
て
い
く
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
う
し
た
日
本
人
特
有
の
相
手
を
思
い
や

る
気
持
ち
や
和
を
尊
重
す
る
習
慣
も
同
時
に
伝
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
そ

の
た
め
に
は
、
現
地
の
人
た
ち
を
日
本
に
招
き
日
本
国
内
で
の
研
修
を
行
う

べ
き
だ
と
思
案
し
て
い
た
。

そ
こ
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
森
は
海
の
恋
人
と
の
連
携
の
可
能
性
を
模
索
す
べ

く
、
同
団
体
の
理
事
で
あ
り
、
フ
ィ
ー
ル
ド
研
で
お
世
話
に
な
っ
た
田
中
克

先
生
に
連
絡
を
差
し
上
げ
た
と
こ
ろ
、
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
同
団
体
も
フ
ィ
リ

ピ
ン
へ
の
活
動
の
展
開
を
模
索
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
も

両
想
い
が
叶
っ
た
の
で
あ
る
。
早
け
れ
ば
今
年
度
中
に
も
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
森

は
海
の
恋
人
が
イ
カ
オ
・
ア
コ
現
地
法
人
を
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
に
し
て
、

ネ
グ
ロ
ス
と
宮
城
県
気
仙
沼
市
を
舞
台
に
「〝
森
と
人
と
海
の
共
生
〟
の
た

め
の
環
境
意
識
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
開
始
す
る
予
定
で
あ
る
。

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
の
研
修
生
を
気
仙
沼
に
招
き
、

森
里
海
連
環
の
講
義
や
、
環
境
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
地
研
修
を
行
う
。
こ
の

研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
が
森
里
海
連
環
や
日
本
の
文
化
を
学

ぶ
だ
け
で
な
く
、
ホ
ス
ト
す
る
側
の
日
本
人
も
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
か
ら
学
べ
る

ブ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
行
っ
て
き
た
活
動
か

ら
の
学
び
や
教
訓
を
共
有
す
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
明
る
く
て
前
向
き
な
気
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質
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
に
、
震
災
で
傷
つ
い
た
被
災
者
の
心
が
癒
さ
れ
る
こ
と

も
あ
る
で
あ
ろ
う
。
ネ
グ
ロ
ス
で
森
里
海
連
環
に
気
づ
き
、
そ
の
つ
な
が
り

を
活
か
し
て
地
域
お
こ
し
を
し
て
い
こ
う
と
取
り
組
ん
で
い
る
住
民
た
ち

が
、
東
北
の
復
興
と
森
里
海
連
環
に
取
り
組
ん
で
い
る
住
民
と
出
会
う
こ
と

で
、ど
の
よ
う
な
展
開
が
見
ら
れ
る
か
と
て
も
楽
し
み
で
あ
る
。日
本
と
フ
ィ

リ
ピ
ン
の
住
民
同
士
も
相
思
相
愛
と
な
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
る
。

お
わ
り
に

森
・
里
・
海
交
流
を
通
し
て
上
下
流
に
植
林
活
動
を
行
っ
て
き
た
が
、
こ

の
つ
な
が
り
を
各
植
林
団
体
メ
ン
バ
ー
の
収
入
向
上
に
活
か
せ
な
い
か
と
、

今
年
五
月
、
シ
ラ
イ
市
内
に
カ
フ
ェ
＆
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
を
オ
ー
プ
ン
し

た
（
図
11
）。
こ
の
カ
フ
ェ
で
は
、
山
で
採
れ
た
ネ
イ
テ
ィ
ブ
コ
ー
ヒ
ー
や

コ
コ
ナ
ッ
ツ
ジ
ュ
ー
ス
、
フ
ル
ー
ツ
シ
ェ
イ
ク
な
ど
を
提
供
し
て
い
る
。
ま

た
、
海
で
採
れ
た
ド
ラ
イ
フ
ィ
ッ
シ
ュ
や
里
で
出
る
ジ
ュ
ー
ス
パ
ッ
ク
ゴ
ミ

を
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
作
っ
た
バ
ッ
グ
な
ど
も
販
売
し
て
い
る
。
こ
の
カ
フ
ェ

が
、
森
・
里
・
海
の
人
々
の
出
会
い
の
場
所
と
な
り
、
小
さ
な
交
易
の
中
で

得
ら
れ
た
利
益
が
、
流
域
の
環
境
再
生
と
い
う
大
き
な
課
題
の
解
決
の
一
助

と
な
る
よ
う
、
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
。

※
１　

�

薪
く
炭
く
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
は
、
二
〇
〇
二
年
に
設
立
し
た
任
意
団

体
（
代
表
：
松
田
直
子
）
で
、
二
〇
一
二
年
に
解
散
し
た
。
筆
者

は
、
二
〇
〇
二
年
か
ら
二
〇
〇
五
年
ま
で
会
計
、
二
〇
〇
五
年
か
ら

二
〇
〇
八
年
ま
で
副
代
表
を
務
め
た
。

※
２　

�（
特
活
）
イ
カ
オ
・
ア
コ
、
ブ
ロ
グ
記
事
よ
りhttp://negros.

blog48.fc2.com
/blog-entry-518.htm

l

※
３　

�

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
草
の
根
技
術
協
力
事
業
支
援
型
平
成
一
九
年
度
採
択
案
件

「
ネ
グ
ロ
ス
島
の
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
の
再
生
に
よ
る
生
活
の
質
の
向

上
」、
対
象
国
：
フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和
国
，
応
募
団
体
：
イ
カ
オ
・
ア

コ

※
４�　
（
特
活
）
イ
カ
オ
・
ア
コ
、
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
よ
り

　
　
　
　

http://w
w

w
.ikaw

ako.com
/index.htm

l
※
５　

�
山
仕
事
サ
ー
ク
ル
杉
良
太
郎
は
、
一
九
九
九
年
に
設
立
し
た
任
意
団

体
で
、
現
在
も
京
都
府
を
拠
点
に
活
動
を
続
け
て
い
る
。

※
６　

�「
緑
の
冒
険
─
沙
漠
に
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
を
育
て
る
。」
向
後
元
彦
、
岩

波
新
書

図11　�カフェのオープンを取り上げた
新聞記事
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※
７　

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法
、
二
〇
〇
五
年
六
月
成
立

※
８　

�

建
設
分
野
に
お
け
る
草
の
根
の
国
際
協
力
活
動
、「
フ
ィ
リ
ピ
ン

国
に
お
け
る
環
境
調
和
型
公
園
施
設
整
備
支
援
調
査
報
告
書　

二
〇
〇
九
年
度
（
国
土
交
通
省
委
託
調
査
）、二
〇
一
〇
年
二
月
、（
特

活
）
イ
カ
オ
・
ア
コ

※
９　

�

畠
山
重
篤　

二
〇
〇
六
、「
森
は
海
の
恋
人
」、
文
春
文
庫

※
10　

�

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
草
の
根
技
術
協
力
事
業
パ
ー
ト
ナ
ー
型
平
成
二
一
年
度
第

二
回
採
択
案
件
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
導
入
し
た
流
域
単
位
で
の
森

林
再
生
と
環
境
教
育
事
業
」、
対
象
国
：
フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和
国
、
実

施
団
体
：（
特
活
）
イ
カ
オ
・
ア
コ
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